
特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第９期（平成２６年度）第 1回定例理事会議事録 

 

１. 日 時：平成２６年６月２１日（土）１９：３０～ ２０:５５ 

２. 場 所：筑紫小学童保育所 新館 

３. 出席者理事 ２２名   

欠席者理事     ２名（横田健一理事長、立石薫理事） 

その他出席者    １名（監事 堀之内祐美子）   

 

《委嘱状交付式》 

理事特別委員会の人事管理委員会の前理事の退任に伴い、今年度筑紫東小学童の野本直美理事が就任

したため、髙木副理事長より委嘱状が交付された。 

理事会に先立ち、（髙木副理事長）より理事の輪番制について「今年度から理事が交代で議長として運

営を進めていただきたい。基本的には１年目の理事以外から選出し事前に打合せて口述書も渡すので、

議長は中立的な立場で皆の意見を引き出していただきたい」旨の説明がなされた。 

議事 

１. 基本理念唱和 

 

２. 理事長挨拶 

 

３. 協議事項 

① 理事の職責について 

② 第９期 法人活動予定について 

③ 法人運営状況について 

 

４. 報告・連絡事項 

① 第８期通常総会報告「委任状」の件・「議案書落丁」の件・「監事意見書」の件 

② 非正規指導員採用報告 

③ 子育て支援課定例会報告 

④ 指導員活動報告 

⑤ ちくしっ子ネットワークホームページパスワードについて 

 

１. 基本理念唱和 

開会に先立ち、理事一同による基本理念の唱和が行われた。 

 

２. 理事長挨拶 

理事長が急用により欠席の為（髙木副理事長）より「総会の出席のお礼を申し上げるとともに、２

７年度の法改正・施行に対して、今年度は委託料なども含めて協議を進めていき、保護者のニーズ等

をいかに行政側に伝えていくかが重要な課題である。皆で意見を出して、また状況をきちんと保護者



会に伝えていただきたい。」旨の挨拶がなされた。 

 

《議長指名》 

議事に先立ち、定款第３８条の規定により髙木副理事長が田上副理事長を議長指名し、田上副理事

長が受諾した。 

 

《定数確認》 

理事２４名中、出席理事２２名で定足数を満たしており、定款第３９条の規定により有効に成立す

る旨の報告がされた。 

 

３．協議事項 

 （議長）より協議事項①理事の職責について執行部に説明が求められた。 

（専務理事）より理事の任期は２年とし、本法人は保護者会で運営しており、その職責は法人の経営

者で法人業務を執行する。積極的に意見を出して頂きたい。理事は非常勤なので重要部分は常勤の

専務理事が担う。理事が何か行動を起こす際は専務理事に相談をすること。執行部と理事の業務補

佐として事務局をおいている。また理事は各学童からの選出で、議論に於いては法人全体を見渡し

て判断して頂き、理事会で決定したことは正確に各学童の定例会等で報告すること。保護者会への

説明責任を果たすことは重要な職務である。要請があれば執行部が説明する。 

専務理事の職責は、１～９まで項目別に示したように学童全体の業務を担っている。どれも重要

な職務だが、特に指導員との面談や学童訪問は重要だと考えている。基本的に午前中に指導員から

の報告書や起案文書の確認等の事務業務を行い、１３時から１６時の間に１か所～２か所程度の学

童を訪問し、学童環境の状況および児童や保護者との関係など指導員との面談を行っている。その

他、指導員からは児童間のトラブルや保護者対応、学童備品関係の相談、指導員研修の打合せなど、

電話での相談も多く寄せられる。現場の状況を把握し、問題や課題については対応策を考え、先生

方が働きやすく且つ子どもたちのためにより良い保育が出来るよう環境を整えることが大切だと考

えている。 

２６年度重点施策については次の６点である。 

①理念浸透  

当法人は保護者運営である歴史と指導員と共に汗をかき作り上げてきた実績こそが「文化」であ

るが、意識が希薄になっている一因として「理念」が漠然としており明文化されていなかったこと

が挙げられる。よって、脈々と受け継がれてきた文化を指導員と共に「明文化」した。この「理念」

が保護者にも浸透するように努める。 

②互いに成長する学童保育  

子どもはもとより、指導員も保護者も役員も切磋琢磨しながら共に育ちあうことを意味する。理

事会の議長輪番制もこの一つとして協力をお願いしたい。また、これまでは十分に対応できていな

かった保護者会との関わりも十分に行っていきたいと考えており、各学童の会長・会計・理事の方

々と連絡を密にし、共に取り組んでいきたいと考えている。 

③主任者制度の確立 

「主任の職責や選考基準がない状態」であり、法人設立当初の「主任」という立場と現在の「主

任」の役割が大きく変わってきているのに対応できていない現状がある。また 3,000 円の主任手当

についても処遇を考えている。人材育成基本方針と共に指導員と一緒に検討していく。 

④指導員研修制度について 

今まで、市からの委託料である指導員研修費一人当たり年間 20,000 円を全て「子どもと関わるた

めの研修」に充てていたが「指導員の社会人としての資質向上、職場での対人関係」など、外部講



師の研修による「職員自身のスキルアップ」も取り入れていく。これは、離職率の高さは対人関係

にも一因があるという観点から昨年より外部研修を導入した。今後も指導員との協議により、研修

の年間計画等を策定・実施していく。 

⑤地域との交流について 

本件は、各学童保護者会単位で地域行事への積極的参加をしていただいているところもあるが、

地域連携のもと、子どもの登下校（下所）を見守っていただくなど地域社会の中の「学童」として

の存在となる事を目指す。またホームページについては、指導員委員会の広報委員会を中心として、

各学童の様子や法人活動などの記事を掲載し多くの保護者や地域の方が楽しめる内容の充実に取り

組む。理事には役員専用ページも活用して頂きたい。 

⑥子ども・子育て法施行に係る体制整備について 

支援課と協議を重ねながら今後の学童事業のあり方について築き上げた文化を承継しつつ、職員

とその安定した生活を守るべく「経営責任」を重く受け止めながら、慎重に検討していかなければ

ならない。アンケート等の実施協力や「運営・経営責任」についての保護者理解が必要となるので

協力をお願いしたい。」旨の説明がなされた。 

 

（議長）より理事・執行部の職責、専務理事の実務等について質問はないかの確認がなされた。 

 

（二日市北 石橋理事）より「今はじめて資料を見た。事前に資料を配布してもらえれば質問もしや

すい。またこの資料についての質問は後日でもできるか」旨の質問がなされた。 

 

（専務理事）より「今後前もって準備ができるものについては配布するようにしていく。質問につい

ては後日、個人的にでもいいので質問して欲しい」旨の回答がなされた。 

 

（議長）より協議事項②第９期執行部に法人活動予定について執行部に説明が求められた。 

（専務理事）より法人活動予定について「資料２に２６年度の活動予定を一覧にしている。２６年度

の重点施策を柱に具体的な取り組みを行っていく。重点施策③に挙げている主任者制度の確立につ

いては、２７年度法改正に伴う４月３０日の厚生労働省令により、学童の設置基準の変更や指導員

の資格要件の設定、学童ごとの運営規程の制定等の準備があり、筑紫野市の方針の決定後でないと

決められない部分が多々あるので、あくまでも予定として捉えていただきたい。今年度は２７年度

法改正について子育て支援課との協議を進めていく。毎月行っている支援課定例会の報告は理事会

でも行う。また、市の子ども・子育て委員会にも所属しているので、そちらの報告も併せて行って

いく。指導員の年間計画は、表の通り研修会を充実させている。 

 今年度は、法改正準備が主な業務になるので、ここに計画されていない奇数月に緊急に理事会を

開催する場合も出てくるかと思うがその際はご理解の上、ご出席いただきたい。」旨の説明がなされ

た。 

 （議長）より、質問や意見が求められたが、特になく協議事項②は終了した。 

   

  （議長）より、協議事項③法人運営状況について執行部に説明が求められた。 

 

（専務理事）より法人運営状況について「通年児童月額 7,500 円、季節児童年額 28,000 円の内訳は

円グラフの通りである。保護者の中には、月額 7,500 円は高いのではないかと考えもあるようだ

が、私たちが納めている保育料の使途が明確であればご理解いただけるものと思う。理事におい

ては、保護者から内訳を聞かれた際にいつでも答えられるようにして頂きたい。 

  次に、保育料請求・未納者について。毎月 1日の保育料引き落としとなっているが、そこで入金



の確認が取れない場合、事務局より学童会計担当者へ未納者リストを郵送している。その後会計担

当者から催促の連絡がいき、さらに 10 日の再引き落としの際にも入金の確認が取れなければ、再度

事務局から会計担当者へ未納者リストを郵送している。その後会計担当者から未納者へ催促状が送

付される。３か月以上未納が続く場合は事務局より督促状を送付している。ここまでで、通信費も

かなりかかっている。 

こうした未納にかかる経費も僅かではあるが増加傾向にある。決められた通りに納入されれば、

このような費用も掛からない。未納保護者の児童の保育料は、毎月忘れずに保育料を納めている家

庭が負担しているも同じである。未納について早急に振込を完了し、今後は繰り返すことのないよ

う話をしなくてはならない。 

各学童の未収状況は参考資料の未収リストで把握してほしい。また総会資料１４ページ財産目録

にも未収入金として記載されている。この数字が２５年度から繰り越した未納額である。２６年度

が始まったばかりだが、既に毎月増え続けている。横田理事長に代わった２４年度からは弁護士と

の連携により厳格な対応としてきているため、手付かずだった滞納者も徐々に納入が確認され努力

の成果はあるものの、新規滞納者も増加傾向にある。今年３月の代表者会議でお願いしたとおり、

事務局対応になる前に「顔の見える保護者からの催告」で対処していただきたい。保護者会のみで

対応が難しい場合は、専務理事が同席することも可能であるので、遠慮なくご相談いただきたい。

自学童の状況をよく把握して頂き、今後未納者が増えないよう、今日の内容を保護者会でしっかり

と説明して頂きたい。 

このことに関係して督促状の書式変更について報告する。参考資料の未収リストに２６年度年会

費を赤字で示している。保育料とは別に４月に年会費２，０００円を納入することになっているが、

未納が目立っている。会費の納入がなされない場合、定款第９条３項の規定により会員の資格喪失

となるため、そうした措置を行わなくて良いように、資料番号４のように定款に基づいた注釈を加

筆して、今月からすでに送付している。」旨の説明がなされた。 

（髙木副理事長）より「資料３の１３日～１５日に送付している催促状の発信者は会長であるので会

長も未納者を把握している。事務局からの督促状も会長と理事長の連名である。個人情報なので扱

いは慎重に行わなければならないが、会長から理事に同席を求められた場合は、法人業務の一環と

して会長と一緒に立ち合いの上、本日の内容を未納者に伝えてほしい」旨の補足説明がなされた。 

（議長）より、質問や意見が求められたが特になく協議事項③は終了し、次回以降、輪番制で議長になった

理事はよろしくお願いしたい旨の説明がなされた。 

 

－議長退任－ 

 

４．報告事項 

 

（専務理事）より第８期通常総会関連事項について報告がなされた。 

「委任状」の書式変更の経緯については、先般の「臨時総会」までは従来の委任状 委任者を括弧 

書きとし、空白の場合は「理事長」に一任する の形で対応していたが、委任を受けた方が欠席で 

あったりと表決数の確認に時間を要し、また委任者の殆どが空白であったため今回の委任状には「理 

事長」と印刷した委任状を準備した次第である。また、会員から指摘があった「委任状が 900 を超 

える状況では総会参加者が何を言っても決定しているようなもの」という状況は第 1回から同様の 

状況である。今後は委任の在り方も含めて検討していく。 

  「総会議案書の落丁」について。毎回、数社の印刷業者から見積もりを取り、委託先を決めており

今回は前年度と同じ業者に発注した。各学童毎の人数分に包装された状態での納品であり、その後

各学童へ専務が持参し、保護者への配布という運びであった。しかしながら、一部の保護者の手元



にページの欠落や、重複のあるものが届いていた。この件については、こちらの確認が徹底されて

おらずご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げる。 

   今後は、委託業者にも確認の徹底をお願いし、事務局でも落丁・乱丁がないか確認をした上で保

護者へ配布するよう改善する。 

   「監事意見書」について。総会議案書にある監事意見書の指摘事項については理事会で検討をお

願いすることになるかと思う。現状は１１学童中３か所の学童保育所が携帯電話を所有している。

携帯電話を所有せず個人携帯で連絡を行っている学童の中には、費用弁償として通信費や雑費で計

上されている学童が４か所ある。今年度の理事会で、現状・課題・必要性・予算等を精査した上で

協議することと考えているので意見を出してほしい。 

（原田学童緒方理事）より「①学童役員が個人の携帯電話を頻繁に使用している件②原田学童の現状

について、今後も増え続けると思われ、来年度の入所児童数に関して施設に不安を抱えている。他

学童の状況についても知りたい。」旨の質問がなされた。 

（専務理事）より「①個人携帯の使用については、学童で携帯電話を契約している所とは明らかに差

が出ている。先程も説明したとおり理事会で協議した上で執行したい。②については来年の法改正

を前に、対象となる学年・一人当たりの広さ・一クラブの人数・開所時間等が今後条例等で決めら

れることとなっており、どの程度の問題が生じるかは市の動向次第である。条例等の制定に当たっ

ては人数動向を市が調査しているところである。支援課との毎月の定例会においても人数が多くな

っているところは協議している。市からは、今後どれだけの市民が学童利用を希望するか、延長保

育が出来るとなるとどれくらいの利用希望が出されるかのアンケート調査の実施も依頼されている。

法人としても、施設が手狭になってきている中で児童数が増加傾向にあることは重要な課題として

捉えている。重ねて申し上げるが、支援課との定例協議会で検討しまた理事会でも理事の皆様と協

議していきたいと考えている。」旨の回答がなされた。 

（二日市北 石橋理事）より「２７年度の法改正はわかるが、今現在の状況をどうするかという問題

がある。子どもたちにも指導員にも影響が出ている。今現在の希望として上げてほしい。」旨の質問

がなされた。 

（専務理事）より「施設整備については 27 年度の条例改正が不透明な中では行政も回答が出せない状

況にあるが、二北・原田の現状については、学校の協力により施設の利用も不十分ではあるが行っ

ている。市長も支援課も執行部も『重要な課題』として認識しており、今後も協議を重ねていく。」

旨の回答がなされた。 

（田上副理事長）より「今年度と２７年度の問題は質が違う。来年度の法改正後、国からはっきり示

されていることは、６年生までの児童を通年で受入れることができるが、どのようにするかは市町

村の判断に任せるということ。通常で考えると通年で人数が増えてスペースが足りない、そうなっ

た場合に建物を建てるのか別の場所に用意するのか、このような問題が来年度以降にある。これに

ついては専務理事が市と協議の上、要望を上げていく。では今年の問題をどうするかという問題に

ついて、今年度は建物を増設・改築する予定がないことがハッキリしている。執行部としては、各

学童の人数や施設状況を把握して、市との定例会で具体的な対応を求めていくことを要望していき

たい」旨の説明がなされた。 

（髙木副理事長）より「施設・指導員の責任には『限界』があることを保護者にも理解いただき、保

護者からのわが子への注意喚起（狭いためハサミ使用時等は十分に気をつけること）や、必要があ

れば保護者会で『就労形態による利用制限』などの対応も検討いただきたい。 

   他学童が抱える問題等については、代表者会議議事録や資料等で確認いただければ概要は分かる

と思われるが、不明な点は遠慮なく指導員を介してでも事務局に連絡いただいて結構である。」旨の

回答がなされた 

 



（専務理事）より非正規指導員採用について「６月１日付けで３名の非正規指導員を採用した。二日

市東・吉木・天拝で欠員が出ており、その補充のための採用である。５月１７日（土）に採用面接

試験を行い、人事管理委員長のもと配置会議の上決定した。」旨の報告がなされた。 

 

（専務理事）より子育て支援課定例会について「過日、子育て支援課との定例会を行なった。今年度

は２７年度法改正に向けての準備が主になり、市としては年内に条例と実施要項をまとめるので、

それに伴い法人としても決定すべき事が数多くある。今回は、年度内業務内容の確認をした。市は、

施行に向けての動向を把握する必要があるため、今後『延長保育の必要性について』と『６年生ま

での児童の通年保育希望数』のアンケートを実施する。詳細は決まり次第報告する。」旨の報告がな

された。 

 

（専務理事）より指導員活動について「４月から新規採用指導員を迎え、６月には指導員６９名がそ

ろい、日々の保育に努めている。５月には、福岡子ども短期大学講師による安全講習会、６月には

筑紫野消防署の指導による応急救護講習会、新任の指導員対象の法人内初任者研修、７月には太宰

府特別支援学校の先生による支援児講習、筑紫野警察署の指導による防犯講習の受講と、夏休みを

前に先生方も研鑽に励んでいる。指導員の異動もあり、新たなチーム作りをしながら子どもたちの

ために十分な保育が出来るよう、主任者会議等でも意見を出し合って取り組んでいる。今後も、指

導員の活動の様子などを理事会で報告する。」旨の報告がなされた 

（二日市北 石橋理事）より「指導員が事務局（専務）にどのような相談をしているのか、主任者会

議で自学童の状況について何を議題としているか、どのように事務局や執行部で対応されたかがわ

からない。」旨の質問がなされた。 

（田上副理事長）より「主任者会議等の会議に上がった問題について、専務理事が答えて解決するも

のもあれば何らかの対応が必要なものもある。また学童全体に係るものもあればそうでないものも

あるのですべてを皆で共有するものではない。」旨の回答がなされた。 

 （髙木副理事長）より「主任指導員には保護者会会長に『報告・連絡・相談』を行うように、また会

長には『運営責任者』として対応いただくように 3 月の代表者会議でもお願いしている。再度、指

導員にも周知を図りたい。」旨の回答がなされた。 

（二日市北 石橋理事）より「学童に関する件で質問や要望等する場合は、指導員か会長か理事か、

をはっきりしてほしい。」旨の質問がなされた。 

 （専務理事）より「基本的には指導員から質問あがれば指導員に返す。また、多くの学童は理事も保

護者会会長も仕事をしている保護者であるため、保護者会と指導員が情報を共有して専務や事務局

からの連絡は指導員が受けて会長や理事に報告するという方法をとっている。しかし、事務局には

FAX もあり、専務や事務局員が常駐しているので、質問や意見等は遠慮なく出していただきたい。」

旨の回答がなされた。 

（二日市北 石橋理事）より「保護者会規約の提出については、保護者会の同意が必要なのではない

か？指導員も『勝手に渡してよいか迷った』と言っていた。」旨の質問がなされた。 

  （専務理事）より「所管は当然保護者会にあると思うが、支援課から急遽提出を求められたため、指

導員を介して依頼した。NPO 法人定款が根拠法であり、法人組織の一部である保護者会の規約であ

るため、大多数の方は提出いただいたと思うが、今後は留意していく。」旨の回答がなされた。 

  

（専務理事）より「ちくしっ子ネットワークホームページの役員専用ページ及びライブラリのパスワ

ードを、６月２３日（月）の午後１２時から２６年度版に変更する。」旨の報告がなされた。 

（髙木副理事長）より「パスワードはその都度入力しないと開かないようになっているが、パソコン

の設定によってはパスワードを記憶してしまうことがある。ホームページのセキュリティに問題が

あるわけではない。」旨の説明がなされた。 



（二日市東 仲佐理事）より「ホームページの役員パスワードの『役員』の範囲」について質問がな

された。 

（髙木副理事長）より「法人の『役員』は『理事』および『監事』である。」旨の回答がなされた。 

（二日市北 船岡理事）より「事故保険適応時に指導員に相談したが『書類の書き方が分からない』

といわれた。」旨の質問があった。 

（専務理事）より「保険会社が変更となったため、適用範囲等については、主任指導員に対して説明

研修を行っているが、書類は事故のケースにもよるため、指導員も初めて目にしたと思う。保険会

社から書式を取り寄せるなど対応を考える。」旨の回答がなされた。 

（二日市北 石橋理事）より「研修が企画されているが、プランや講師選定はどのようになされてい

るのか。また、『人権教育』がなされていないので実施されてはいかがか。」旨の質問および意見が

あった。 

（専務理事）より「指導員会の中の『研修委員会』が前年の反省等をもとに企画し、主任者会議等で

検討の上、次年度研修計画を策定される。基本的には指導員会で講師を選定されることが多く、そ

の後の依頼等の対外的事務手続きを専務が行っている。人権教育の件は研修委員会に伝えておく。」

旨の回答がなされた。 

 

（髙木副理事長）より、次回理事会は代表者会議との合同で８月２３日（土）１９時３０分から原田

小学童で行う予定である旨が伝えられ、散会した。 

                                     ２０時５５分終了 

 

 

 


